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（一社）横浜北工業会外国人不法就労等防止対策連絡協議会だより（45号）
新年のごあいさつ 令和２年の

　年頭にあたって

一般社団法人　横浜北工業会

会　長   秋　本　順　生

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、日頃より当会の事業運
営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

　さて令和２年年明けの１，２月期の経営環境を見ます
と、３つの大きなリスクを抱えていると思います。一つは、
昨年４月に始まった米中貿易摩擦は未だ収束せず、中国
での対米輸出入に課せられる両国の多品目に亘る制裁関
税が長期化する中で、中国経済の減速や生産拠点の見直
し等により経済への影響が深まっています。
　二つ目は、米国とイラクの軍事的衝突の緊張が高まっ
ていることです。現在は両国が自制し最悪の事態は避
けられていますが、日本にとってはエネルギー確保が
困難になり、経済活動のみならず市民生活に影響する
重大な問題です。
　三つ目は、昨年 10 月に武漢で発症した新型コロナウ
イルスが、ビジネスや観光旅行を通じ世界的に感染が
広がり、未だ有効な治療方法がないため、渡航禁止や
行事の中止などの感染防止対策により事業活動が停滞
し経済不況が深刻化する恐れがあります。
　
　令和２年は恒常的な人手不足や働き方改革によるコ
スト増に加え、世界経済への深刻な影響が懸念される
事態に経営環境の厳しさが増すばかりですが、北工業
会は逆風の状況下にも拘らず、この1年で 19 社の企業
が新規に入会され退会企業を差引いた純増は、実に 27
年ぶりに14社となる見込みです。
　北工業会の会員数は高度成長期の 1984 年の 416 社
をピークに現在に至る 36 年間は、経済のグローバル化
の進展や空白の 20 年間と言われた長期低迷下で、22
年間連続で減少する長い冬の時期を経て、ここ数年は
微増乃至は現状維持で推移していましたので、令和元
年度は画期的な年だったと言えます。
　
　北工業会としては会員数の増加に伴い改めて会員企
業の期待に応える責務を重く受け止め、役員一丸となっ
て経営上の諸課題の対応に資する学ぶ場や信頼できる
仲間づくりに向けた交流の活発化に引き続き尽力して
まいります。
　今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いい
たしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。

　皆様が健やかに新年を迎えられたことを、心より
お喜び申し上げます。
　オリンピック・パラリンピックイヤーが幕をあけ、
横浜では、オリンピックの野球・ソフトボール、サッ
カーの試合が開催されます。英国の事前キャンプ地
や８か国のホストタウンとしての交流事業、「ヨコハ
マトリエンナーレ2020」や多彩な文化芸術のプログ
ラムなどを開催し、魅力あふれる都市・横浜を発信
してまいります。
　ポスト2020に向けて、みなとみらい21地区ではパ
シフィコ横浜ノースやホテル、音楽ホールが次々に
オープンし、賑わいと活力はさらに高まります。大
型連休には日本初のクルーズ客船６隻同時着岸が実
現、ナイトタイムエコノミーによる賑わいも創出し
ていきます。３月に横浜環状北西線が開通し、交通
ネットワークが充実します。2027年旧上瀬谷通信施
設への国際園芸博覧会招致も見据えたまちづくりを
進めてまいります。
　中小企業支援や商店街振興にも一層力を注ぎます。
ベンチャー企業成長支援拠点「ＹＯＸＯ ＢＯＸ」か
ら新たなビジネスを創出し、「イノベーション都市・
横浜」として飛躍します。６月末には新市庁舎がオー
プンし、関内・関外地区活性化に向けて、現市庁舎
街区の活用等、総合的なまちづくりを進めていきま
す。
　市民の皆様の安全・安心な暮らしをお支えし、横
浜が成長・発展し続けていくため、ＩＲ（統合型リゾー
ト）の実現に向けた検討を深めてまいります。魅力
あふれる質の高い文化芸術を発信し、都市の活力に
つなげるため、新たな劇場整備に向けた取組を進め
ます。
　昨年、日本列島を襲った台風では、被災された皆
様へのご支援に力を注いでまいりました。今後もあ
らゆる大規模災害を想定し、防災・減災に取り組ん
でいきます。
　子育て支援や教育の充実、地域包括ケアシステム
の構築、健康づくり、多文化共生などを進め、誰も
が自分らしく活躍できる社会の実現と、横浜の持続
的な成長・発展に向けて力を尽くしてまいります。

よくぞ ボックス
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　令和２年１月28日（火）午後５時から「ソシ
ア21」において、コロナウイルスの風評や他の賀
詞交歓会との競合もあったため、昨年よりは少な
いものの133名多数の方の参加を得て、大変に盛
り上がった令和２年新年賀詞交歓会となりまし
た。
会員企業の参加数としては、例年とほぼ同数の72
名の方に参加していただきました。
また、ご来賓は、国会、神奈川県議会、横浜市議会
議員の方25名、官公庁からは横浜市経済局長及び
港北、緑、都筑、青葉区役所10名の方、友誼団体か
らは21団体26名の皆様のご来臨を賜り、新年に
相応しい活気のある賀詞交歓会となりました。
交歓会は午後５時に、下中理事と田中理事の司会
により開会いたしました。

　秋本会長のあいさつに続き来賓の国会議員、神
奈川県議会議員、横浜市会議員の皆様にステージ
で自己紹介とごあいさつをいただき、官公庁・友
誼団体関係の皆様には、氏名を読み上げてその場
で挙手・会釈をして頂くご紹介をいたしました。

　続いて来賓を代表して、林横浜市経済局長から
ご祝辞をいただきました

　乾杯は毎年、区長様にお願いをしていますが、
今年は栗田港北区長のご発声により祝宴となりま
したが、活気のある中で、和気あいあいとした雰
囲気に包まれました。

受付風景

乾杯：栗田港北区長

議員・会員行政区別席

(秋本会長あいさつ

議員紹介

来賓祝辞：林横浜市経済局長

開会：下中理事・田中理事
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　午後７時を過ぎても宴はたけなわでしたが、加
藤副会長の中締めの挨拶をもって
令和２年新年賀詞交歓会を終了させていただきま
した。

　賀詞交歓会の開催に向けては、工業会の５つの
専門委員会（総務、組織・広報、事業企画、工業振興、
厚生の各委員会）で、参加して頂く会員企業の立
場に立った運営方法等を検討し、昨年から実施し
３年目となりました。
１．�近隣の企業間の交流を重視し、また、自席を明
確にするために「支部別席」とし、併せて来
賓の「議員」の方も支部の会員企業と親しく
交流していただくために同じ席とさせていた
だきました。

２．�会員の席は、支部別席とし３色に色分けする
ことで会場内での居場所を明確にし、（港北
区：ピンク・都筑区：オレンジ・緑区、青葉区：
グリーン）、また、受付の際にお渡しる胸プレ
ートに色もと合わせて工夫し他の方にも企業
の所在区が分かるようにました。

３．�来賓席はお忙しい中ご出席をいただているの
で、途中退席により会員席と比べて空席が目立
つため、神奈川県議会、横浜市議会議員の皆様
にも、選挙区別に着席して頂き、同じ地域の会
員企業との交流が図れるようにいたしました。

　この結果、
　・�自分の居場所が明確で、落ち着いて交流がで
きた。

　・�会員企業席は例年以上に長く居て頂いた感じ
がした。

　・�今年は、栞に着席表が掲載されたので、名刺
交換も非常に活発にできた。

　・�来賓席の閑散感もなく盛会な雰囲気だった。
とのご意見をいただきました。

　まだまだ至らない点は多々あると思いますが、
事業の目的に応じて会員企業のために、を原点に
理事一同で考えてまいりますので、変わらぬご支
援ご協力をお願いいたします。
　お忙しい中ご出席頂いた会員の皆様、そしてご
来賓の皆様に心から感謝いたします。

懇親会風景

懇親会風景

栞に添付した会場の席割表

閉会：加藤副会長
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Ⅰ　事業企画委員会

１．�ランチョンミーティングの開催：毎月第２水
曜日

　平成27年度8月から開始した昼食を取りながら
リラックスした中で、講師を交えた意見交換や議
論を通じて、様々な課題について共に学ぶ場とし
てスタートしたランチョンミーティングも定着化
し、令和1年度中に60回を超え定着してきました。
引き続き繁忙期を除き12回開催していきます。
　　2019年度予算額　277,500円
　事業費：収入247.5千円＠1500×15人×11回
　　　　　＋事業費＠5,000円×６回）
会場：新横浜国際ホテル南館４階
　　　午後12時半～午後３時
参加費：一人　1,500円(食事代)

≪�2019年度4月～ 12月まで開催済み≫

●第1回　４月11日：

　【中小企業の支援策と活用を考える】

　（講師）�横浜市経済局、信用保証協会、横浜企業
経営支援財団　12名

横浜市経済局ものづくり支援課
� 高柳課長、瀧澤係長、担当　千頭和さん
横浜市経済局� 金融課　佐野係長
　同� 経営・創業支援課��関口係長
　同� 雇用労働課　野中係長、担当　渡辺さん
　同� ライフイノベーション推進課　佐山係長
横浜企業経営支援財団
� 平野常務、川北マネージャー
横浜信用保証協会北部支所
� 内海所長、押部課長補佐

（参加企業名：16社）ニッパ㈱、㈱遠藤製作所
㈱ホープデンキ、真空企業㈱、㈱シノザワ、㈱スリーハイ
グロースサポート社労士田邊事務所、㈱東都冶金
㈱オウミ、㈱イシイ精機、きらぼし銀行長津田支店

きらぼし銀行中山支店、トーレック㈱
一幸電子工業㈱、㈲アムライズ、栄高工業㈱

（参加者の感想）
　平成31年度の横浜市の中小企業施策の方向性
や支援策の活用を具体的にかつ行政及び融資の
相談窓口である信用保証協会や企業活動を様々
に支援する横浜企業支援財団のから直接話を聞
き具体的な活用がイメージできたこと、また中
小企業の現場の声及び支援策の要望等も伝える
場としても有効と感じた。

●第２回　５月８日：

　【人材不足の時代に中小企業のできること。】

（講師）グロースサポート社労士事務所代表
� 田邊　雅子　氏
� ㈱ホープデンキ　代表取締役　加藤　　亮　氏
（参加企業名：16社）
グロースサポート社労士田邊事務所
㈱ホープデンキ、㈱ＨＮＳ、㈱オウミ
きらぼし銀行長津田支店、きらぼし銀行中山支店
横浜市民共済生活協同組合
横浜市経済局ものづくり支援課　２名
（瀧澤係長、担当岡田さん）
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（参加者の感想）
労働人口は10年単位で10％ずつ減少し、人手不
足による倒産の可能性もある厳しい状況が予想
されている。その中で、企業を存続させるために
は、生産性の向上、多様な外国人材の受入れ、魅
力ある職場づくりなどの課題に取り組まなけれ
ばならない。国が進める働き方改革が、現実味を
帯びて来た。

●第３回　５月21日（火）：

神奈川法人会との合同研修

　【真田家14代当主に経営視点を学ぶ。】

※北工業会は平成31年３月に開催、未受講の６
企業参加

●第４回　６月１２日：

　【事業承継に備えるために　その１】

（講師）きらぼし銀行コンサルティング事業部　
� 小島　一樹　氏
　　　　同� 霜村　純一　氏
（参加企業名：16社）きらぼし銀行長津田支店
きらぼし銀行中山支店、横浜市民共済生活協同組合
グロースサポート社労士田邊事務所
山本公認会計士事務所、㈱ホープデンキ
㈱遠藤製作所、真空企業㈱、㈱エイト工業
栄高工業㈱、相互電機㈱
横浜市経済局ものづくり支援課
横浜市経済局経営・創業支援課

（参加者の感想）
親族後継者の有無、後継者選びの時期、経営に関
する引き継ぎ内容、株式の承継個人資産の承継
など、多岐にわたる事業承継問題に取り組んで
いく手順が分かり、早期に着手していかなけれ
ばならないことを認識した。しかし難問。

●第５回　７月１０日：

　【戦力として外国人人材を雇用するために】

（講師）２社
　　情報ベンチャー協同組合
� 甲斐東京事務所長、金子アドバイザー
　　㈱ＨＮＳ� 田中　満広　取締役
（参加者15社)
グロースサポート社労士田邊事務所
㈱ホープデンキ、栄高工業㈱、㈱オウミ
リコーテックビジョン㈱、㈱井上マテリアル
一幸電子工業㈱、認定ＮＰＯびーのびーの
木村キャリアコンサルタント、横浜市工業会連合会
横浜市経済局ものづくり支援課

（参加者の感想）
中小企業が、外国人を雇用する場合、正規の入国
手続き、在留資格、雇用業種、生活環境、言葉の問
題等々の課題と具体的な対応方法が理解できた。
　中小企業が単独で雇用すること自体も大変難
しく、また適材を雇用できるかということも簡
単でないことが理解できた。



http://y-kitakogyou.jpn.org/hp/　一般社団法人横浜北工業会 7

●第６回　８月６日：

　「�収益力を向上させる生産管理・職場改善の進め

方Ⅱ。」

（講師）
　新潟職業能力開発短期大学部長� 秋山　　隆　氏
　関東職業能力開発促進センター� 恵良　修二　氏
（参加者　15名)
トーレック㈱、真空企業㈱、三吉工業㈱
栄高工業㈱、㈲東和精器、AIG損害保険㈱
㈱コードダイナミクス、㈱オウミ
横浜市民共済生活協同組合、一幸電子工業㈱
横浜市工業会連合会、（医社）ゆうあいクリニック
横浜市経済局ものづくり支援課

（参加者の感想）
座学で生産性向上と収益を上げることの意味を
学び、紙を使って原材料を調達し、製造、販売ま
でを行い、いくら収益を上げられるか、財務諸表
では気が付かない落とし穴があることを、昨年
に引き続きでありながら思った成果を出せず焦
る場面もあったが、グループで楽しく実習し学
ぶ貴重な機会であった。

●第７回　９月１１日：

　【新製品・新事業をゼロから生み出すために】

（講師）㈱SENSOR　代表取締役　尾崎　郁夫　氏
（参加者　16名）
きらぼし銀行長津田支店、きらぼし銀行中山支店
黒田国際特許事務所、㈲高栄工業、㈱桜照明、
AIG損害保険㈱、㈱コードダイナミクス、㈱オウミ
㈱クロサワエンジニアリング、㈱ワンフラット
㈲ロッキー化成、認定ＮＰＯびーのびーの
横浜市経済局ものづくり支援課

（参加者の感想）
様々な分野での新製品、新事業開発の提案を受
けたが、開発資金、自社技術での可能性、自社の
開発体制等々について、個々の課題の整理をす
る必要性を感じた。
　しかし専門的なサポートを受ければ、特許を
使用した幅広い新事業の可能性もあることの視
野も開けた。

●第８回　１０月９日：

　【�事業承継に備えるために　その２　親族継承の

課題】

（講師）きらぼし銀行コンサルティング事業部�５名
小島　一樹　氏、霜村　純一　氏、
阿部　隼人　氏、小山田　隆貞　氏、
石井　貴子　氏
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（参加者　18名）
きらぼし銀行長津田支店、きらぼし銀行中山支店
㈲東和精器、㈱遠藤製作所
グロースサポート社労士田邊事務所
真空企業㈱、㈱エイト工業、㈱イシイ精機
豊住曲硝子㈱、㈱オウミ、㈱コードダイナミクス
横浜市経済局ものづくり支援課

（参加者の感想）
親族承継の課題として、遺言書の有無、法定相続
人の範囲、相続遺留分など法的な考え方、相続の
備えとしての現金の必要性、資産承継の争いの
実例など早い段階から問題が起こらないように
する必要性を学んだ。

●第９回　１１月１３日：

　【�セクハラ・パワハラ＝嫌がられる行為(ハラス

メント)】

（講師）グロースサポート社労士事務所代表
� 田邊　雅子　氏　
� 小島　しのぶ　氏
（参加者　13名）
トーレック㈱、ジェイ・アール・シー特機㈱
㈱コードダイナミクス、フジッコ㈱
パナソニック㈱、㈱桜エンジニヤサービス
㈱テクトレージ、㈱桜照明
認定ＮＰＯびーのびーの

（参加者の感想）
ハラスメントは企業のイメージに大きな影響を
与える問題で、訴訟にもなりやすいので関心が
あった。ハラスメントには相手方が、不快と感じ
れば法的に成立する：セクハラがあり、また判
断が難しいと、最近メディアで良く取り上げら
れるパワハラか勤務上の指導かの基準を具体的
に学び勉強になった。

●第10回　１２月１９日：

　【�台湾、中国、アメリカ、ヨーロッパの現状　　　

～中小企業が海外取引を考えるヒントに】

（講師）事業開発コンサルタント　内田　光紀　氏
第一カーボン㈱代表取締役　加藤　豊　氏
横浜企業経営支援財団２名：
� 池谷部長、高山係長

（参加者　13名）
きらぼし銀行長津田支店、きらぼし銀行中山支店
トーレック㈱、㈱エイト工業、㈱コードダイナミクス
細入事務所、一幸電子工業㈱、横浜市工業会連合会
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（参加者の感想）
台湾企業は、技術力も高く親日的なので市場開拓、
技術開発、製品生産など様々な形で事業連携の可
能性を感じた。また開発途上国への海外進出はは
じめは種々の優遇を受けられるが、現地企業が成
長すると、自国企業の競争力を高めるために、進
出企業の税負担が増加する傾向があるなどの現実
の体験が聞けた。

●第11回　２月１２日：

【中小企業の人材不足対策と障害のある方の自立支援】
（参加者　22名）
（社副）かたるべ社　　鈴木　啓太　所長
　　　　　　同　　　　川野　祥宇さん　
（特法）ちいさな種� 桑原　幸浩　管理責任者
　　　　　　同　　　　山口　雄也さん　
横浜北部就労支援センター� 広沢　克紀　センター長
横浜市健康福祉局障害企画課� 奈良　茜　係長　
� 水口　茜　　氏　
� 上原　知佳　氏　
� 筑後　英津子　氏
事業開発コンサルタント代表� 内田　光紀　　　
㈱スリーハイ、ニッパ㈱、東京プロト㈱
㈱エイト工業、㈱コードダイナミクス
一幸電子工業㈱、（一社）横浜市工業会連合会
認定NPO法人びーのびーの、㈲アバンテック
㈲美光技研、横浜市経済局ものづくり支援課
北工業会
（参加者の感想）
障害者の方が日常されている仕事を実演してい
ただき、早さ、正確さ、を体感でき、人材としての
活用を考えるきっかけとなった。また、就労支援

支援施設での俸給は2万円程度、企業に就職する
場合と大きな格差があるため、障害者の方自身
も、強く就職を望んでいることも感じられた。
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２．新規事業：中小企業経営コンサルタント

　�ビジネス書「プレイングマネージャーの仕事術」

の著者：小池浩二氏の特別セミナー

　８名の参加希望

●第１回　令和１年１１月２０日㈬17：00 ～
　北工業会事務局
　「�会社を成長させる強い経営基盤・仕組みのつ
くり方」

（参加者　２名）
善友印刷㈱、一幸電子工業㈱

（参加者の感想）
　今回初めての経営コンサルタントによる経営
者セミナーでしたが、参加者は少ないものの経
営者の方々の経験や問題点などをお聞きでき、
また専門家のそれに対するご意見や改善案の提
案などお聞きし、皆で議論しそれぞれに考える、
経営面に特化しているだけにランチョンセミナ
ーとも違う面白さがありました。
　すぐに回答が出るような簡単な問題ではない
と思いますが、セミナー形式での問題提起があ
るので、その課題に対する経営者の方々の日常
的な苦労話、経験、ご意見を聞くのはとても新鮮
な刺激と勉強になり、新しい輪が生まれそうな
感想と、経営や組織について学ぶには面白いセ
ミナーと思いました。

●第２回　令和１年１２月１８日㈬17：00 ～
　北工業会事務局
　「全社員で成長している企業の実例」
（参加者　５名）
善友印刷㈱、一幸電子工業㈱、トーレック㈱
㈱マルシンコマース、㈱ホープデンキ

（参加者の感想）
　従業員の意欲を上げるため、給与の引き上げを
したいが、毎年引き上げる余力があれば良いが、
難しい場合、評価方法など、それぞれの企業の悩
みや具体的な取り組みが聞けて、非常に参考にな
った。
（今後の予定）
●第３回　令和２年２月１９日㈬17：00 ～
　北工業会事務局
　「�成長している企業の人材育成システムの実例
紹介」

●第４回　令和２年３月１８日㈬17：00 ～
　北工業会事務局
　「プレイングマネージャーの育成」
●第５回　令和２年４月１５日㈬17：00 ～
　北工業会事務局
　「�市場シェアＮo.1・営業利益１０％を実現させ
る企業戦略」
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３．北杜市企業交流会との交流（第５回）：
　�10月18日（金）大雨により中止
　今年で５年目を迎える北杜市企業との事業連携
は、本年度は10月18日（金）に北杜市を訪問す
る予定でしたが、10月12日の大型台風19号の被
災及び訪問日の大雨情報のため、北杜市と協議の
うえ来年度に延期いたしました。

４．慶応大学・横浜市・北工業会産官学連携：
　�５年目
　平成27年度から始まった慶応大学との産学連
携事業は、再々延長となり５年目となり５年目を
迎えます。この間、慶応大学の研究シーズと紹介
や産学連携事業に参加する中で、具体的な共同研
究や慶応大学が独自にこの協約を契機に、研究者
と中小企業との連携を進めるために研究者に助成
する制度を創設し、具体的な成果に結びつけるべ
く努めています。
２０１９度予算　１0千円　
（北工企業の勉強会２回開催＠５千円×２回)
①�松本教授との産学連携による新事業開発の
継続：ＪＳＴ助成金活用事業
②�慶応大学教授によるセミナー

４．ＨＰの運営：年間通じて
２０１９年度予算額　３０千円
HP運営の技術的なサポート・アドバイス経費
（北工からのお知らせ記事掲載）
　　①�事業開催予定・開催結果概要、情報提供、

会報
　　②�会員企業ＰＲページとのリンク
　　③�税理士、社労士、ファイナンシャルアドバ

イザー等専門家への相談紹介

５．入会案内の改訂
　新規事業や北工業会の直近の事業実績を紹介す
る内容に改定します。
２０１９年度予算　０（当面は事務局自主作
成とし、装丁が必要な場合は別途予算化）

Ⅱ　既存事業：事業計画

１．生産環境整備事業
　地域経済の発展に寄与するため、神奈川県、横
浜市をはじめ関係行政機関に対して企業経営や立
地環境改善に関する意見・要望等を積極的に行い、
会員企業の良好な生産環境の整備を進めてまいり
ます。
（１）2020年度横浜市産業振興に関する要望
　　�10月23日（水）横浜
市長公舎にて地域工
業会会長も出席し、横
浜市工業会連合会榎
本会長から林市長に
2020年度予算要望書
を手交いたしました。

　　北工要望：地域工業会の活動費の助成

（２�）中小企業支援策に関する助成制度や融資制
度の拡充などをランチョンなどを通じて横浜
市の理解を求める。

（３�）横浜北労働基準監督署・労働基準関係団体
会議への参加

　　①�４月・７月・10月・２月に開催される労
働基準監督署の関係団体会議に出席

　　②�全国安全週間及び労働衛生週間横浜北地区
推進大会への開催準備・参加

（４�）工場立地の改善整備
　　ア�　共同住宅の建築に関する協定書の調整協

議(令和１年１１月現在12件協議)
　　イ�　会員企業の環境保全・省エネ活動に対す

る公的支援の情報提供
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３.経営基盤強化事業
　会員企業の経営基盤を強化するための中小企業
が直面している事業承継、働き方改革、人手不足
などの課題をテーマに毎月ランチョンミーティン
グを開催するとともに、会員企業の資金繰りを支
援する中小企業融資制度の紹介や助成金等の情報
を積極的に提供してまいります。
（１�）ランチョンミーティング・慶応大学との産
学連携事業の推進

（２）工業見本市（テクニカルショウ）等への参加
　�　2020年２月５・６・７日の３日間パシフィ
コ横浜で開催されました。

　�　今年は大黒ふ頭にコロナウイルス感染者が乗
船していた大型観光客船「ダイヤモンドプリン
セス号」が検疫のため停泊するアクシデントの
ため、入場者が７％減少する32,000人となりま
したが、初めて出展した企業はビジネス機会の
場として実感をされていました。

●�北工業会会員企業の出展社：32社（アイウエ
オ順）
アンド化工㈱、一幸電子工業㈱、㈱エイト工業
㈱オウミ、㈱オースズ、オータックス㈱
㈲金田製作所、㈱関東精密、㈱菊伊歯車
㈱キョーワハーツ、㈱コーケン、㈱山王
㈱信和精工、㈱スズミ、㈱スリーハイ、善友印刷㈱
相互電機㈱、㈱第一鉸製作所、㈱田島精研
㈱中越工業、㈱東京ダイス、㈱東都冶金、ニッパ㈱
日本軸受加工㈱、日本スピン㈱、古川電機工業㈱
㈱ミカワ精機、㈱ミナミ技研、㈱宮川製作所
ヤマセ精機㈱、㈱山星製作所、㈲ロッキー化成

（５�）域内４警察署との連携
　�外国人不法就労防止、サイバーテロ、イベント
テロ対策、などを理事と協議

新規：�令和１年９月９日に上陸した大型台風15号
及び10月12日に上陸した大型台風19号の

被害状況調査を10月15日に実施しました。

　　・�会員企業から報告された被害状況は、12件
に及びました。

　　・�被害状況調査を行ったのは、甚大な被害の
あった金沢産業団地と北工業会の２団体
で、横浜市に被害状況を報告し、10月17日
に議決された横浜市議会の台風被害緊急支
援策の裏付けとなりました。

　　・�その後横浜市では支援策の説明会を10月
31日、11月５日の２回実施、会員企業も出
席し、助成金対象企業は申請いたしました。

２.産学異業種交流推進事業
　市内の大学、研究機関等との交流を通じ、会員
企業の新技術や新製品の開発促進を支援してまい
ります。また、友誼団体との連携を強化し、会員企
業の受発注機会の拡大に取り組んでまいります。
（１）産学交流の促進
　ア�　慶應義塾大学理工学部、横浜市との協定に
基づく産官学連携の推進

　イ�　公益財団法人横浜企業経営支援財団経営支
援部(産学連携課)との連携

　ウ�　桐蔭横浜大学大学院工学研究科及び東工大
横浜ベンチャープラザとの連携

　エ�　域内大学との交流
（２）異業種交流事業への対応
　ア�　一般社団法人横浜市工業会連合会の各種事
業への参加

　イ�　法人会、横浜商工会議所北部支部・みどり
支部との連携

　ウ�　工場等施設見学会の実施
　エ�　北杜市企業その他の団体との異業種交流の
推進
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（３�）若手経営者・後継経営者が組織する「若手会」
の育成強化

（４�）行政機関及び関係団体との連携
　ア�　横浜市経済局ものづくり支援課・工業技術
支援センター等との連携

　イ�　一般社団法人横浜市工業会連合会との連携
　ウ�　公益財団法人横浜企業経営支援財団との連
携

　エ�　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援
機構神奈川職業訓練支援センターとの連携

　オ�　公益財団法人神奈川産業振興センターとの
連携

　カ�　公益財団法人神奈川科学技術アカデミーと
の連携

　キ�　人材確保のための自衛隊神奈川援護懇話会
との連携

　ク�　NPO法人産業クラスター研究会との連携
（５）融資・助成制度の紹介
　ア�　神奈川県、横浜市中小企業融資制度及び横
浜商工会議所連携融資の紹介

　イ�　日本政策金融公庫、商工中金等各金融機関
融資の紹介

　ウ�　各種助成金の紹介

４.福利厚生事業
　会員企業の発展と従業員の福祉の増進及び勤労
意欲の向上に資するため、次の事業を推進してま
いります。
（１）�横浜市優良工業事業所及び優良工業従事者

表彰（市長表彰）の推薦及び優良従業員会
長表彰の実施（５月28日総会時に実施）

　�　横浜市長表彰は、北工業会からは工業団体役
員としてのご功績が認められた４名の理事、市
内優良企業として４社、市内優良工業従事者と
しては過去に会長表彰を受けられた従業員の方
の中から、その後も企業に貢献された従業員１
名の方が、それぞれの部門で受賞されました。
　�　また、横浜北工業会会長表彰は、選考委員会
で日頃のご努力、ご功績が評価され、７社14人
の従業員の方々が受賞されました。

《令和１年度横浜市優良工業所等被表彰者》

１.�横浜市工業団体役員�（４名）
� （敬称略：役員歴10年）
氏　名 企業名 役　職

水口　正夫 ㈱エイト工業　顧問 理　事
荻野　伸夫 相互電機㈱代表取締役 理　事
向後　英夫 ㈱遠藤製作所代表取締役 理事・副会長
宮本　四洲雄 宝電機工業㈱取締役 理　事

２.�横浜市優良工業事業所（４社）
　（永年会員企業：会員歴30�年）

事業所名 入会年月
㈱時久組 1988年5月
㈲京浜硬質クローム 1988年8月
㈱岸田 1989年3月
㈱ブラザーオートサービス 1989年3月

３.�横浜市優良工業従事者�（１名）
� （敬称略：勤続20年以上かつ会長表彰受賞者）
被表彰者名 企業名 勤続年数
小林　弓美　 ㈱互省製作所 2 7

《令和元年度横浜北工業会優良従業員被表彰者》

優良従業員会長表彰（14名）
� （順不同・敬称略：勤続年数10年以上）�
被表彰者名 企業名 勤続年数
藤森　武 ニッパ㈱ 1 7
山田　英和 〃 2 0
桑原　純 ㈱互省製作所� 3 1
大塚　一人 〃�� 2 3
小島　照雄 〃 2 0
顧　　元 東京プロト㈱�� 1 2
濱田　幸子 第一カーボン㈱� 2 3
朝倉　康 〃 1 0
加藤　真 アジア物性材料㈱ 1 9
横山　洋子 フジッコ㈱横浜工場 1 5
高野�ひろみ �〃�� 1 5
青柳　杏子 〃 1 5
谷内　勝則 一幸電子工業㈱� 3 5
内山　宜之 〃� 1 4
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【令和１年度の協賛企業ご支援の内容】
山崎製パン㈱
ランチパック・コッペパン・薄皮ミニパンの3
点：75セット

フジッコ㈱
� お惣菜の４点：75セット
アサヒ飲料販売㈱　48　｝お茶ペットボトル合計96本
東京キリンビバレッジサービス㈱48
横浜高周波工業㈱� バスタオル　５組
東京プロト㈱� � 商品券
ニッパ㈱
� 参加賞を入れる袋90枚・ティッシュ 100箱
� ごみ袋70Ｌ10枚：90セット
第一カーボン㈱� ワイン　12本
一幸電子工業㈱� 東京ディズニーランドペアチケット　１本
㈱桜エンジニヤサ―ビス�防災・非常用食事セット　12個
㈱ホープデンキ� ハーゲンダッツ　２組

（２）定期健康診断・成人病検診等の促進
　横浜新緑総合病院、横浜鶴ヶ峰病院の協力に
よる従業員の定期健康診断及び成人病検診の
促進

（３）従業員親睦ボウリング大会の開催
　令和１年10月25日（金）19：00から、川崎「タ
チバナボウル」で開催
　ボウリング大会は昨年に引き続き盛況で63
名が参加して、和気あいあいとした雰囲気の中
でゲームを楽しんでいました。
　この大会も第24回目を数えますが、長い時間
が経過しても毎年多くの従業員の方が楽しん
で参加するイベントとなっています。これも協
賛企業の皆様が、参加者のために賞品を提供し
て頂いているおかげで盛り上がっていると思
います。

謝辞：受賞者代表

祝辞：横浜市林経済局長

加藤厚生委員長あいさつ

男子優勝：互省製作所　宮田さん

女子優勝：宮川製作所　寺西さん

被表彰者集合写真
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●参加13社の企業別の写真（会社名のみ表示）

ジェス 一幸電子工業 横浜高周波

ホープデンキ 互省製作所・時久組 第一カーボン

宮川製作所 東京プロト

栄高工業

桜エンジニヤサービス

トーヨーフジッコ
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（４�）神奈川県労働局との連携による「働き甲斐
のある職場づくり」等の推進

（５�）会員企業に対する労務・税務等の問題の解
決のための相談体制�昨年度整備した相談体制
をＨＰで紹介し会員のセーフティーネットと
しての活用を促進する。

　①�　企業の就業規則等労務問題、個人の老後計
画・年金問題：

　　　�山口社会保険労務士事務所、グロースサポ
ート田邊社労士事務所

　②�　特許出願代理事務：黒田国際特許事務所
　③�　法人税・消費税・相続税等全般：酒井公認
会計士・税理士事務所

　④�　ファイナンシャルプラン、老後の生活計画：
㈱ハーバーウェルスマネジメント

５　会員交流事業
　会員増強運動の推進により組織の拡大と財政基
盤の安定化を図ってまいります。また、支部活動
を通じて会員相互の交流を促進し、受発注の拡大
に繋がるような事業を推進してまいります。
（１）　会員サービスの促進
　ア�　会員企業の取引の拡大（ホームページの活
用・テクニカルショウへの参加）

　イ�　経営情報、知識獲得の場の充実（ホームペ
ージの活用・勉強の場の充実）

　ウ�　会員企業従業員の福利厚生
　　①　表彰事業の実施（再掲）
　　②�　サービス企業ネットワークの構築（継続

検討）
　　③　定期健康診断等の促進
（２）専門委員会活動の充実
　�　副会長が委員長となり、理事を委員として組
織され、決算、事業の中間振り返り、新年度事業・
予算などの節目の時に開催し、活性化に向け議
論をしている。

（３）会員交流の推進
　ア�　新年賀詞交歓会（令和２年１月28日開催：
前述）

　イ　第59回通常総会懇親会・表彰者祝賀会
　令和元年５月28日、第59回通常総会終了後に
開催された、横浜市長表彰並びに横浜北工業会会
長表彰祝賀会を兼ねた懇親会には、官公庁、国会・
県会・市会の議員、友誼団体の方にご出席をいた
だき総勢160名を超える盛会の中、開催されまし
た。

　ウ�　新会員と役員との懇談会の開催（令和２年
３月実施予定）

　エ　会員親睦ゴルフ会の開催
　　�　令和１年11月６日（水）快晴、ニュー南総
ゴルフ倶楽部（千葉県）において、16名が参
加され開催されました。

　　�　いつも参加者から聞かれることですが、北
工のゴルフは気心が知れた仲間とのゴルフだ
から、とても楽しいと言っていただいていま
す。

　
（賞品協賛企業）
　○　第一カーボン㈱　　ワイン６本　
　○　東京プロト㈱　　　商品券

被表彰者の紹介

乾杯：小出青葉区長
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（４）� 広報活動の推進
　　ア�　会報の発行（年２回：２月、８月）
　　イ�　｢よこはま市工連｣会報・かわらばん等

の配付
　　ウ�　各種行政機関情報誌の配付
　　エ�　中小企業諸施策に関する情報提供
　　オ�【新規】タウンニュース社への会員企業紹

介事業
　　　�港北区タウンニュース：掲載２社（2019

年９月～）
　　　�都筑区タウンニュース：掲載２社（2019

年７月～）
　　　�緑区タウンニュース：掲載12社（2018年

９月～）
　　カ【新規】かながわ経済新聞：取材協力
（５）支部活動の活発化
　【新規】第１回港北区会員企業交流会
　●�開催日時：令和１年12月17日（火）17:00（新
横浜グレイスホテル６階）

　　第Ⅰ部　セミナー「生活習慣とがん予防」
　　　　　　�医療法人社団　ゆうあい会医療連携

部（ＰＥＴ検診）
　　第Ⅱ部　交流会：会費5,000円

（参加者　17名）
企　業　名 役 職 名 氏　名

医療法人社団
ゆうあい会
医療連携部

山崎　治

同　　上 看護師 佐々木　礼

同　　上 藤田 麻衣香

リコーテック
ビジョン㈱ 代表取締役社長 菅沼　一男

同　　上 事業推進グループ 竹廣　正勝

㈲東和精器 代表取締役 西山 伸一郎

グロースサポート
社労士事務所 代　表 田邊　雅子

平和産業㈱ 代表取締役 志賀　政美

栄高工業㈱ 代表取締役 髙橋　義彦

光洋自動機㈱ 相談役 鈴木　國雄

㈱磯製作所 代表取締役 溝尻　清二

㈱マルシンコマース 代表取締役 水柿　敏雄

トーレック㈱ 代表取締役 佐藤　公悦

東京プロト㈱ 代表取締役 平良　重男

ニッパ㈱ 取締役会長 秋本　順生

㈱コードダイナミクス 営業部 野村　和信

（一社）横浜北工業会 専務理事 長島　敏晴

参加者写真

優勝 : エンディングナビ
ゲーター下中さん

交流風景
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（参加者の感想）
初めての試みでどんな感じになるのかなと思っ
て参加したが、新規の会員も参加したこともあ
り意外と親密な話ができた。また、セミナーもテ
ーマが健康に関することと近接の医療機関でも
あったので、興味を持って聞くことができた。

（６）会員増強運動の推進
（７）若手会の支援・連携強化

６．地域諸施策支援事業（年間通じて）
　一般社団法人への移行に伴う公益目的事業とし
て地域社会の発展に貢献するため、区役所などの
行政機関や各種地域団体等が実施する事業への参
加協力を積極的に行ってまいります。
　（１）域内各区の各種会議・行事への参加
　（２）域内各区の体育協会等への協力
　（３）地域友誼団体の行事等への参加
　具体的な実施内容としては、①神奈川労働局へ
の「雇用均等行政推進員」の派遣、②横浜北労働
基準監督署の「労働基準関係団体会議」への参
画�③陸上自衛隊神奈川援護懇話会への協力�④域
内各区の各種委員会・協議会のほか各種行事への
参加協力、⑤域内各区の体育協会等への参加協力、
⑥域内各区のごみの減量化、地球温暖化対策等へ
の参加協力、⑦地域諸団体が実施する行事等への
参加協力、⑧その他会費・協賛金等による協力な
どにより、地域経済の振興と地域社会への貢献に
努めてまいります。
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　2019年　第35回通常総会（花いおりにて）
　６月28日（金）　花いおりにて第35回若手会通
常総会及び懇親会を実施致しました。第一、二号
議案にて平成30年度の事業報告、平成30年度決
算会計報告及び会計監査報告、第三、四号議案で
は、令和元年度の事業計画及び収支予算案を報告
し全て可決されました。

　９月27日（金）横浜市新市庁舎・議会場見学会
　中山工業と合同で桜木町に建設中の横浜市新市
庁舎を見学致しました。
　その後、旧市庁舎内の議会場も見学致しました。
懇親会は中華街の聘珍樓で行われ中山工業の皆さ
んとの交流を深めました。

若手会のページ

　12月19日（木）若手会忘年会
　花いおりにて若手会忘年会を開催致しました。
美味しい料理と美味しいお酒で楽しいひと時を過
ごし、荻野会長を先頭に今後も若手会を盛り上げ
て行こうと団結し盛会ののちお開きとなりまし
た。

�

2020年２月　田島
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１．令和２年２月～令和２年３月入会企業　　７社
（１）　令和２年２月　入会企業　（３社）

企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者
フィリップモリスジャパン
（合）

港北区新横浜
２－８－１－１２ エグゼクティブ 佐藤　裕直 IQOS,

たばこ関連事業 R2.2 再入会

㈱横浜システム 港北区新羽町４７４ 代表取締役 羽賀　弘 金属加工 R2.2 東京ダイス

㈱エルテック 港北区新横浜３－１－４
プラスタリアビル 代表取締役 喜多村京子 半導体応用製品開発 R2.2 青経会

（２）令和２年３月　入会企業　（４社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

㈱コーケン 都筑区池辺町３３１３ 代表取締役 二宮伸一郎 アルマイト加工 R2.3 Min 都筑

司工業㈱ 港北区綱島東
６丁目１１－３６ 代表取締役 松井�尊男 溶接、製缶 R2.3 青経会

石山ネジ㈱ 港北区新羽町８７８ 代表取締役 石山　朗 精密機械部品切削加工 R2.3 テクトレージ

㈲美光技研 都筑区池辺町４６１４ 代表取締役 中澤　文恵 精密機械部品切削加工 R2.3 事務局

２．参考資料
（１）平成31年４月～令和２年10月入会企業　　12社
　①　平成31年４月　入会企業　（２社）

企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者
㈱きらぼし銀行中山支店 緑区中山１－２３－２３ 支店長 辻　秀樹 金融業 H31.04 事務局
横浜市民共済生活協同組合
中山普及サービスセンター 緑区中山１－８－１７ 所長 今関　篤 火災共済事業 H31.04 事務局

　②　令和１年５月　入会企業　（１社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

情報ベンチャー協同組合 東京都中央区新富２－７－４ 代表理事 菱川　照章 外国人材紹介、高速料
金精算事業 R1.05 事務局

　③　令和１年６月　入会会員　（２社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

リコーテックビジョン㈱ 港北区新横浜３－２－３ 代表取締役 菅沼　一男 食品製造・加工向け検
査装置 H31.01 事務局

AIG 損害保険㈱ 港北区新横浜２－４－１９ 笹木　脩平 保険業 R1.06 日生自動車

　④　令和１年７月　入会企業　（３社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

横浜信用金庫高田支店 港北区高田西１－１２－２５ 支店長 塚越　貴浩 金融業 R1.07 動夢計画

㈱マルシンコマース 港北区樽町３－６－４７ 代表取締役 水柿　敏雄 自動車整備 R1.07 東京プロト

㈲東和精器 港北区日吉７－２２－５７ 代表取締役 西山　レン 金型加工全般 R1.07 事務局

　⑤　令和１年８月　入会企業　（２社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

古川電気工業㈱ 港北区新羽町３７５２－２ 代表取締役 古川　豊 精密板金、精密プレス R1.08 中越工業

㈱コードダイナミクス 港北区新横浜２－５－２ 代表取締役 中村　好伸 ウエブシステム・各種
業務用アプリ開発 R1.08 事務局

　⑥　令和１年10月　入会企業　（２社）
企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年月 紹介者

㈱ワンフラット 都筑区勝田町１０１０ 代表取締役 横山　一平 通販宅配、企業配送、
食品配送 R1.10 桜照明

㈱テクトレージ 緑区青砥町２５８ 代表取締役 林　　充 工業用ロボット、工作
機械 R1.10 ロッキー化成

（２）令和1年９月30日　退会企業（２社）　①協和電気計器㈱（港北区新吉田東）　②フィリップモリスジャパン（新横浜）
（３）令和２年３月31日　退会予定企業（３社）　①協和電気計器㈱（港北区新吉田東）　②フィリップモリスジャパン（新横浜）
（４）令和２年３月１日現在　会員数

令和２年３月３１日現在 会員数合計　２２７社　（３１年度末比　１４社増：1 ９社増５社減）

平成３１年３月３１日現在 会員数合計　２１３社　（２９年度末比　２社減：４社増 ６社減）

３．会員企業情報
企　業　名 所　在　地 変更年月日・変更内容

エーエフマネジメント㈱ 港北区新横浜２－３－１２ 令和１年６月２２日：計屋卓摩氏　取締役社長就任

古川電機工業㈱ 港北区新羽町３７５２－２ 令和１年８月３０日：古川智健氏　代表取締役社長就任

㈱アイテック 文京区後楽２－１－３NS 飯田橋ビル 令和２年１月１日：昭立工業㈱は㈱アイテックと合併　社名変更

会員状況



（一社）横浜北工業会外国人不法就労等防止対策連絡協議会だより（45号）
新年のごあいさつ 令和２年の

　年頭にあたって

一般社団法人　横浜北工業会

会　長   秋　本　順　生

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、日頃より当会の事業運
営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

　さて令和２年年明けの１，２月期の経営環境を見ます
と、３つの大きなリスクを抱えていると思います。一つは、
昨年４月に始まった米中貿易摩擦は未だ収束せず、中国
での対米輸出入に課せられる両国の多品目に亘る制裁関
税が長期化する中で、中国経済の減速や生産拠点の見直
し等により経済への影響が深まっています。
　二つ目は、米国とイラクの軍事的衝突の緊張が高まっ
ていることです。現在は両国が自制し最悪の事態は避
けられていますが、日本にとってはエネルギー確保が
困難になり、経済活動のみならず市民生活に影響する
重大な問題です。
　三つ目は、昨年 10 月に武漢で発症した新型コロナウ
イルスが、ビジネスや観光旅行を通じ世界的に感染が
広がり、未だ有効な治療方法がないため、渡航禁止や
行事の中止などの感染防止対策により事業活動が停滞
し経済不況が深刻化する恐れがあります。
　
　令和２年は恒常的な人手不足や働き方改革によるコ
スト増に加え、世界経済への深刻な影響が懸念される
事態に経営環境の厳しさが増すばかりですが、北工業
会は逆風の状況下にも拘らず、この1年で 19 社の企業
が新規に入会され退会企業を差引いた純増は、実に 27
年ぶりに14社となる見込みです。
　北工業会の会員数は高度成長期の 1984 年の 416 社
をピークに現在に至る 36 年間は、経済のグローバル化
の進展や空白の 20 年間と言われた長期低迷下で、22
年間連続で減少する長い冬の時期を経て、ここ数年は
微増乃至は現状維持で推移していましたので、令和元
年度は画期的な年だったと言えます。
　
　北工業会としては会員数の増加に伴い改めて会員企
業の期待に応える責務を重く受け止め、役員一丸となっ
て経営上の諸課題の対応に資する学ぶ場や信頼できる
仲間づくりに向けた交流の活発化に引き続き尽力して
まいります。
　今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いい
たしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。

　皆様が健やかに新年を迎えられたことを、心より
お喜び申し上げます。
　オリンピック・パラリンピックイヤーが幕をあけ、
横浜では、オリンピックの野球・ソフトボール、サッ
カーの試合が開催されます。英国の事前キャンプ地
や８か国のホストタウンとしての交流事業、「ヨコハ
マトリエンナーレ2020」や多彩な文化芸術のプログ
ラムなどを開催し、魅力あふれる都市・横浜を発信
してまいります。
　ポスト2020に向けて、みなとみらい21地区ではパ
シフィコ横浜ノースやホテル、音楽ホールが次々に
オープンし、賑わいと活力はさらに高まります。大
型連休には日本初のクルーズ客船６隻同時着岸が実
現、ナイトタイムエコノミーによる賑わいも創出し
ていきます。３月に横浜環状北西線が開通し、交通
ネットワークが充実します。2027年旧上瀬谷通信施
設への国際園芸博覧会招致も見据えたまちづくりを
進めてまいります。
　中小企業支援や商店街振興にも一層力を注ぎます。
ベンチャー企業成長支援拠点「ＹＯＸＯ ＢＯＸ」か
ら新たなビジネスを創出し、「イノベーション都市・
横浜」として飛躍します。６月末には新市庁舎がオー
プンし、関内・関外地区活性化に向けて、現市庁舎
街区の活用等、総合的なまちづくりを進めていきま
す。
　市民の皆様の安全・安心な暮らしをお支えし、横
浜が成長・発展し続けていくため、ＩＲ（統合型リゾー
ト）の実現に向けた検討を深めてまいります。魅力
あふれる質の高い文化芸術を発信し、都市の活力に
つなげるため、新たな劇場整備に向けた取組を進め
ます。
　昨年、日本列島を襲った台風では、被災された皆
様へのご支援に力を注いでまいりました。今後もあ
らゆる大規模災害を想定し、防災・減災に取り組ん
でいきます。
　子育て支援や教育の充実、地域包括ケアシステム
の構築、健康づくり、多文化共生などを進め、誰も
が自分らしく活躍できる社会の実現と、横浜の持続
的な成長・発展に向けて力を尽くしてまいります。

よくぞ ボックス
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～ 拡 げ よ う 会 員 の 輪 を ～

・新年挨拶
・令和２年新年賀詞交歓会
・令和元年度専門委員会活動報告
・若手会のページ
・会員情報・会員状況
・外国人不法就労等防止対策連絡協議会だより
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